
2021年度IAPH日本オンラインセミナー

オンライン会議全体報告



IAPH総会全体のテーマ

・ビジネスイノベーション
・気候とエネルギー
・データコラボレーション
・リスクとレジリエンス
・アフリカの世紀

※キーワード：『脱炭素化』と『デジタル化』



目 次（紹介項目）

• 対面とオンラインの違い

• 仮想イベント（H.P内）の紹介

• 参加者向けのネットワークの仕組みについて

※上記3点について、個人的な感想や意見を交えてお伝えします。



オンライン会議H.P



プロフィール設定ページ



スピーカーページ



参加者ページ



スポンサーページ①



スポンサーページ②



Game Room



IAPH ＳNSページ



会話ページ



Antwerp Harbour Life



IAPH World Ports Sustainability Awards 2021 WINNERS



Global Trade Outlook

講演者：ナリマン氏、ターロック氏、テオ氏、パトリック氏

IHSマークイットのナリマン氏のレポート：世界貿易の見通し

（成長とインフレの急増は2023年までに衰退）

『世界貿易の現状：需要の一時的な急増は供給を上回っている』



要因

• ワクチンの急速な展開と強力な財政政策に各種サービスが追い付い
ていない

• 貿易は財政主導の回復から多大な恩恵を受けたが恐らく2023年ま
でに衰退する

• 供給のボトルネック、および労働力不足、実質的なインフレ圧力

• 中央銀行の金利引き上げ（緩やかなペースで実施）

• FRBは他の中央銀行よりも早く、引き締めると予想される



Keynote : Implementing the IMO GHG Strategy

講演者：パトリック氏、アレクサンダー氏、キタックリム氏、アラード氏

IMOは、業界のGHG削減戦略目標を達成するために、輸送中
の排出量の『脱炭素化』および削減するための対策において極め
て重要な局面にある。 マリタイム環境保護委員会で厳しい決定
が下されようとしている中で、船舶の排出量を現実的に脱炭素化
して削減するには、実際に何が必要か議論された。



IMO GHG削減（2030年までの短期目標）

効率目標：2008年比40％改善（平均燃費）

戦略

1. GHG削減技術の導入

2. オペレーションの効率化

3. 低炭素燃料の導入



IMO GHG削減（2050年までの中期目標）

総量排出量削減目標：2008年比50％削減

2008年比80~85％相当（平均燃費）

戦略

1. 低炭素やゼロ炭素代替燃料の活用

2. 新造船/既存船の運航効率の一層の向上

3. 経済的インセンティブ手法などGHG削減を促進する
ための新規、革新的なメカニズム等



ご清聴ありがとうございます


